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論文審査の結果の要旨

 本論文は、ペルーの日系詩人ホセ・ワタナベの作品をナラティヴ・アイデンティティ理論の視点から考察し、ホ

セ・ワタナベの「日本人性」が日本人である父親を敬愛する表現として構築されたものであり、それを基盤として

自己のアイデンティティを形成した過程を明らかにしようとしたものである。

 全体は７つの章からなり、第１章の序文に続いて、第２章ではペルーの日本人移民をめぐる歴史的背景が説明さ

れ、第３章ではホセ・ワタナベの家族の状況、とりわけ敬愛していた父親の渡航のいきさつ、またホセ・ワタナベ

が生まれ育った環境や彼の文学が生まれていく過程などが述べられる。第４章ではアイデンティティに関わるさま

ざまな概念が検討されている。ムース氏は、ポスト構造主義の立場から見ると自己像は断片化されて個々のアイデ

ンティティも捏造に過ぎないと説明する一方、ナラティブ心理学は意味のある一貫した肯定的な自己像を築きあげ

ることを可能にしたと述べ、本論文ではアイデンティティおよびその形成の概念を裏付ける理論の枠組みとしてナ

ラティヴ・アイデンティティ理論を採用したと説明している。第５章では、ホセ・ワタナベのナラティヴ・アイデ

ンティティの基盤が父親との関係にあると考える立場から、主に彼のインタビューを対象にして、父と子の緊密な

絆がホセ・ワタナベの人格形成や文学者としての成長にどのような影響を与えたかを跡付けている。第６章では、

ホセ・ワタナベの複数の詩作品が分析され、父親の存在、父親を通して捉えられた「日本人性」や「俳句」といっ

たテーマが取り上げられる。作品の中でワタナベが語る自己像や父親像を、インタビューなどで自己について語る

内容と重ねながら、ホセ・ワタナベがどのようにスクリプト・コミットメントというプロット構造に沿ってナラテ

ィヴ・アイデンティティを構築していったのかを明らかにしている。第７章は結論であり、最後に付録として、ム

ース氏自身がホセ・ワタナベに対しておこなったインタビューのスペイン語原文と日本語訳が添えられている。

 ペルーの日系詩人ホセ・ワタナベという、日本ではまったく知られていない作家を取り上げて、しかもその作品

を、文学理論ではなく、ナラティブ心理学の理論から分析することは意欲的な試みであり、高く評価できる。特

に、ムース氏自身によるインタビューも含めて、インタビューでのホセ・ワタナベの発言をナラティヴ・アイデン

ティティ理論で説明した箇所は説得力があった。それに対して、第６章の詩の分析では、主に詩の内容とインタビ

ューでの発言を照合させながら、ホセ・ワタナベが「日本人性」を構築していった過程に論を収斂させていくの

で、作品の中にあるはずの「日本人性」と「ペルー人性」の対立、作家の内にあるはずの屈折や葛藤といったもの

が抜け落ちてしまったことが惜しまれる。議論を明確にしようという意図はあったかもしれないが、そのために論

が単調になっている。また、第４章第２節はポスト構造主義からのアイデンティティ批判の説明にあてられている

が、ポスト構造主義的な考え方は第５章以降まったく見られないので、第４章第２節が浮いてしまっている。しか

しながら、それらは必ずしも本論文の価値を大きく損なうものではない。

以上のことから、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として価値のあるものと認める。

なお、本論文について、チェックツール“iThenticate”を使用し、剽窃、引用漏れ、二重投稿等のチェックを行

い、問題がなかったことを付け加える。




